
敬
語
表
現
に
お
け
る
熊
本
方
言

・
サ
ス
表
現
を
中
心
と
し
て
｜

ス

は
じ
め
に

私
た
ち
が
人
と
話
す
と
き
、
相
手
に
よ
っ
て
敬
語
を
交
え
た
り
、

そ
の
敬
語
を
使
い
分
け
た
り
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、
同
じ
熊
本

県
内
で
も
地
域
に
よ
り
敬
語
に
対
す
る
意
識
が
異
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
た
例
を
度
々
耳
に
す
る
こ
と
が
以
前
か
ら
あ
っ
た
。
実
際
に

私
も
、
人
吉
市
出
身
の
母
と
の
間
で
意
識
に
違
い
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
当
論
文
で
は
、
熊
本
県
内
で
の
敬
語
表
現
に
お
け
る
地
域

差
が
ど
の
よ
う
に
生
じ
て
い
る
の
か
、
同
地
域
の
年
代
に
よ
る
差
が

あ
る
の
か
、
ま
た
、
年
代
別
に
他
地
域
と
の
比
較
を
す
る
と
差
が
ど

の
よ
う
に
生
じ
る
か
、
そ
し
て
、
同
じ
語
に
対
す
る
年
代
や
地
域
に

よ
る
敬
意
度
や
敬
語
に
お
け
る
共
通
語
化
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
調

べ
て
い
き
た
い
。

本
論

新

史

絵

堀

一
熊
本
の
方
言

熊
本
県
は
、
九
州
の
中
で
肥
筑
方
言
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
、

阿
蘇
方
言
が
大
分
県
と
地
理
的
に
近
い
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
東
九
州

の
豊
日
方
言
に
近
く
、
県
南
の
球
磨
・
芦
北
・
天
草
地
方
で
は
薩
隅

方
言
風
の
語
法
も
多
く
聞
か
れ
る
。
特
に
球
磨
地
方
は
江
戸
期
の
藩

主
相
良
氏
が
島
津
氏
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
為
、
方
言
の
影
響
も
大

き
く
、
語
法
の
面
で
最
も
薩
隅
方
言
に
似
た
面
を
持
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
天
草
地
方
は
江
戸
時
代
か
ら
海
を
隔
て
て
す
ぐ
隣
に
あ
る
長

崎
（
と
く
に
島
原
）
と
の
交
流
も
盛
ん
で
、
現
在
で
も
天
草
の
医
師

の
多
く
は
長
崎
医
科
大
学
の
出
身
で
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
人
の
出

入
り
も
多
く
、
方
言
に
お
い
て
も
長
崎
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
要
因
を
考
慮
し
て
、
県
内
で
は
更
に
表
一
の
よ
う
な
区
分

が
な
さ
れ
る
。
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表
一
）

北
部
中
部
方
言

北
部
中
部
方
一
言
口
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
下
の
地
域
を
除
く
地
域

東
部
方
言
：
：
：
：
・

j
i－
－
阿
蘇
郡
・
上
益
城
郡
東
部

南
部
方
言
：
：
：

j
i－
－
球
磨
郡
・
芦
北
郡
・
天
草
郡
・
八
代
郡

星
学
研
究
事

昌
明
治
書
院

秋
山
正

喜
DE 
後
の
方
望ヨト

九
七
九

桜
楓
社
よ
り

二
熊
本
の
敬
語

秋
吉
正
次
・
吉
岡
泰
夫
著
の
『
暮
ら
し
に
生
き
る
熊
本
の
方
言
』
に

ト

ι
マ。ル」
方
言
敬
語
は
西
に
厚
く
東
に
薄
い
と
言
わ
れ
る
が
、
特
に
熊
本
や

近
畿
中
央
部
は
敬
語
を
中
心
と
す
る
待
遇
表
現
が
多
彩
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
と
ば
に
よ
る
待
遇
の
し
か
た
、
敬
語
の
使
い
方
に
も

厳
格
な
規
範
意
識
が
保
た
れ
て
い
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
別
の
特
色
と
し
て
は
、
「
ハ
イ
ヨ
」
な
ど
の
尊
敬
語
が

〈
拝
領
〉
に
由
来
す
る
言
葉
で
、
〈
御
座
る
〉
に
由
来
す
る
「
ゴ
ザ

ル
・
ゴ
ザ
ス
・
ゴ
ザ
ル
マ
ス
」
な
ど
の
言
葉
が
あ
り
、
古
語
的
な
敬

語
の
語
法
を
保
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

三
調
査
の
概
要

調
査
の
方
法

熊
本
県
の
敬
語
使
用
の
実
態
を
調
査
す
る
た
め
、
熊
本
県
内
中
学

校
に
調
査
を
依
頼
し
、
永
く
地
元
に
在
住
し
て
い
る
三
世
代
同
居
の

家
庭
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
た
家
庭
の
生
徒
を
二
名
選
出
し
、
そ
の

生
徒
本
人
と
家
族
に
解
答
し
て
も
ら
い
、
更
に
そ
の
う
ち
よ
り
条
件

の
整
っ
て
い
る
一
件
を
選
出
し
、
そ
の
家
庭
の
子
世
代
、
親
世
代
、

祖
父
母
の
世
代
一
人
ず
つ
の
解
答
を
各
地
点
の
デ
i
タ
と
し
た
。

調
査
の
対
象

調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
上
の
条
件
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
家
庭

の
生
徒
と
兄
弟
、
そ
し
て
そ
の
父
母
、
祖
父
母
で
あ
る
。
そ
し
て
今

回
は
、
本
人
と
そ
の
兄
弟
を
若
年
層
と
区
別
し
、
両
親
の
世
代
を
中

年
層
、
祖
父
母
の
世
代
を
老
年
層
と
区
別
し
た
。

そ
し
て
、
調
査
校
の
選
定
は
、
熊
本
県
十
一
の
教
育
行
政
区
域
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
場
所
に
偏
り
が
出
な
い
よ
う
に
留
意
し
な
が
ら
中
学
校

を
選
出
し
た
。
市
町
村
が
密
集
し
て
い
る
地
域
を
除
い
て
は
、
各
市

町
村
に
あ
る
中
学
校
一
校
に
依
頼
し
た
。

そ
の
結
果
、
七
十
四
校
に
調
査
を
依
頼
し
、
五
十
五
校
の
回
答
を

得
ら
れ
た
。

更
に
今
回
は
私
自
ら
が
四
つ
の
家
庭
に
直
接
調
査
を
依
頼
し
、
最

終
的
に
五
十
九
の
地
域
か
ら
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

調
査
内
容

解
答
の
際
に
、
ま
ず
次
の
こ
と
か
ら
調
査
を
始
め
た
。

①
性
別

②
生
ま
れ
た
年
（
年
齢
）

①
住
所
（
町
名
）

④
今
ま
で
の
居
住
歴
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調査地点図

調査地点一覧表

地点
調査地点

地点
調査地点

地点
調査地点

番号 番号 番号

1 玉名郡三加和町津田 21 熊本市下硯川 41 人吉市土手町

2 玉名郡菊水町瀬川 22 熊本市小島下町 42 球磨郡相良村

3 玉名市築地 23 熊本市川尻 43 球磨郡錦町木上北

4 玉名郡天水町小天 24 上益城郡益城町小池 44 球磨郡多良木町多良木

5 玉名郡長洲町 25 上益城郡甲佐町 45 球磨郡上村

6 荒尾市原万四 26 上益城郡矢部町 46 葦北郡芦北町湯浦

7 鹿本郡鹿北町芋生 27 下益減郡城南町千町 47 葦北郡芦北町大野

8 山鹿市九日町 28 下益城郡富合町木原 48 葦北郡津奈木町

9 鹿本郡鹿央町仁王掌 29 下益城郡砥用町永寓 49 水俣市葛渡

10 鹿本郡植木町有泉 30 宇土郡三角町波多浦 50 天草郡大矢野町登立

11 菊池市木庭 31 八代郡竜北町鹿野 51 天草郡栖本町湯下

12 菊池郡西合志町合生 32 八代郡鏡町 52 天草郡姫戸町二関戸

13 菊池郡菊陽町津久礼 33 八代郡東陽村 53 天草郡健ヶ岳町高戸

14 阿蘇郡小国町宮原 34 八代市日奈久 54 天草郡御所浦町

15 阿蘇郡産山村田尻 35 八代郡坂本村生名子 55 天草郡五和町下内野

16 阿蘇郡阿蘇町内牧 36 八代郡泉村 56 天草郡苓北町富岡

17 阿蘇郡波野村新波野 37 球磨郡五木村 57 本渡市本渡

18 阿蘇郡長陽町河陽 38 球磨郡水上村江代 58 天草郡天草町下回

19 阿蘇郡高森町 39 球磨郡球磨村一勝地 59 牛深市深海町

20 阿蘇郡蘇陽町 40 球磨郡山江村万江
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次
に
、
敬
語
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
た
。

今
回
は
、
敬
語
表
現
の
中
で
も
、
特
に
尊
敬
の
助
動
詞
に
焦
点
を

絞
り
、
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

解
答
は
、
予
め
示
し
て
お
い
た
例
文
を
記
号
で
一
つ
だ
け
選
ぶ
よ

う
に
し
、
該
当
す
る
も
の
が
な
い
場
合
は
直
接
記
入
と
し
た
。

ま
た
、
敬
意
度
を
調
査
す
る
た
め
、
同
じ
例
文
に
対
し
、
そ
れ
ぞ

れ
聞
き
手
を
変
化
さ
せ
た
次
の
三
つ
の
場
面
に
つ
い
て
の
用
法
を
尋

ね
た
。a
、
親
し
い
人
に
話
す
時

b
、
そ
れ
程
親
し
く
な
い
人
に
話
す
時

c、
よ
そ
の
土
地
か
ら
来
て
い
る
人
に
話
す
時

こ
れ
は
、
聞
き
手
と
の
親
疎
の
度
合
か
ら
考
え
、

a
か
ら

c
へ
進

む
に
つ
れ
て
人
間
の
心
理
的
な
距
離
は
離
れ
る
も
の
と
想
定
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
話
す
と
き
も

a
よ
り
b
、
b
よ
り

c
の
方
が
く
だ
け

た
口
調
か
ら
改
ま
っ
た
口
調
へ
、
よ
り
敬
意
度
の
高
い
語
を
用
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
聞
き
手
の
変
化
に
よ
る
敬
語
使
用
法
の
変

化
を
調
査
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
は
敬
意
度
だ
け
で
な
く
、
県
内
五
十
九
の
地
点
を

調
査
す
る
こ
と
で
、
地
域
差
を
、
若
年
層
と
中
年
層
、
老
年
層
の
三

世
代
の
相
違
を
調
査
す
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
今
回
は
、
尊
敬
の
助
動
調
の
中
で
特
に
「
ス
・

サ
ス
（
ラ
ス
も
含
む
）
」
に
注
目
し
な
が
ら
考
察
を
す
す
め
た
い
と

思
う
。

調
査
結
果
と
分
析

調
査
対
象
に
つ
い
て

今
回
、
調
査
を
行
っ
た
地
点
は
、
熊
本
県
の
ほ
ぼ
全
域
、
計
五
十

九
地
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
で
若
年
層
、
中
年
層
、

老
年
層
一
人
ず
つ
の
計
百
七
十
七
名
が
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
性
別
・
年
齢
・
居
住
廃
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

お
お
よ
そ
の
内
容
は
表
2
の
よ
う
に
な
る
。

表

調査対象の概要

老 中 若

年 年 年

層 層 層

男
性

八 九
（ 

人
） 

女

性
ムノ、 。（ 
人
） 

4ノ、- 四 一平
九 四 均

歳九 七歳
四 年

歳 齢

ノ占、 四 一平
八 。四 均

居
四 0 年 住年 年 歴

-80-

①
男
女
比

ま
ず
、
男
女
比
で
あ
る
が
、
各
年
齢
層
に
お
い
て
大
き
な
差
が
な

い
よ
う
注
意
し
た
。

②
平
均
年
齢

各
年
齢
層
が
誕
生
し
た
年
代
に
な
お
す
と
、
若
年
層
昭
和
五
十
年

代
後
半
、
中
年
層
昭
和
三
十
年
代
前
半
、
老
年
層
昭
和
初
期
頃
に
な

る。③
平
均
居
住
歴



表
1
に
記
し
た
平
均
居
住
歴
は
今
ま
で
の
居
住
歴
（
居
住
地
名
・

年
数
）
を
調
査
し
た
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
地
点
に
お
け
る
居

住
期
間
の
み
を
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

④
分
析
の
際
の
留
意
点

対
象
の
選
出
を
す
る
段
階
で
、
女
性
が
結
婚
を
し
て
男
性
の
地
元

に
住
む
と
い
う
傾
向
が
出
て
き
た
。

そ
の
な
か
で
最
も
白
を
引
い
た
の
は
阿
蘇
の
女
性
で
あ
っ
た
。
熊

本
の
東
の
県
境
で
あ
る
阿
蘇
地
方
に
す
む
女
性
の
他
地
域
出
身
者
の

多
く
は
隣
の
県
、
大
分
県
出
身
な
の
で
あ
る
。
阿
蘇
地
方
が
江
戸
時

代
、
参
勤
交
代
の
道
沿
い
で
あ
っ
た
こ
と
、
細
川
藩
の
飛
地
が
現
在

の
大
分
県
に
点
在
し
、
大
分
と
の
行
き
来
が
昔
か
ら
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
が
理
由
に
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
勿
論
言
語
に
お
い
て
も
影
響
が
十
分
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
今
後
の
分
析
で
も
十
分
注
意
し
た
い
点
で
あ
る
。

［
尊
敬
の
助
動
詞
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
］

当
節
で
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
一
一
一
つ
の
場
面
を
設
定
し
、
そ

の
場
面
に
よ
る
表
現
の
違
い
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
質
問
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

「
先
生
が
来
た
」
と
い
う
こ
と
を
、
普
段
ど
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま

す
か
。

a、
親
し
い
人
に
話
す
時
、

b
、
そ
れ
程
親
し
く
な
い
人
に
話
す
時
、

c、
よ
そ
の
土
地
か
ら
来
て
い
る
人
に
話
す
時

の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
つ
い
て
、
次
の
中
か
ら
一
つ
だ
け
選
ん
で

下
さ
い
。

（
同
じ
解
答
が
重
な
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
）

先
生
の
キ
サ
ッ
シ
ャ
ツ
タ

先
生
の
キ
ゴ
ザ
ッ
タ

先
生
の
キ
ナ
ハ
ッ
タ

先
生
の
キ
ナ
サ
ッ
タ

先
生
の
キ
ヤ
ッ
タ

先
生
の
キ
ナ
ッ
タ

先
生
の
コ
ラ
シ
タ

先
生
の
コ
ラ
イ
タ

先
生
の
コ
ラ
ッ
タ

十
先
生
の
キ
タ
デ
ス

十
一
先
生
の
キ
タ

十
二
先
生
が
イ
ラ
ッ
シ
ャ
ツ
タ

十
三
そ
の
他
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（
そ
の
内
容
を
解
答
用
紙
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

右
の
質
問
の
解
答
は
分
析
の
際
、
次
の
よ
う
な
系
統
に
分
類
し
た
。



－
シ
ャ
ル
・
サ
ッ
シ
ヤ
ル
系
（
例
文
：
先
生
の
キ
サ
ッ
シ
ャ
ツ
タ
）

・
ゴ
ザ
ル
系
（
例
文
：
先
生
の
キ
ゴ
ザ
ッ
タ
）

－
ハ
ナ
ル
系
（
例
文
：
先
生
の
キ
ナ
ハ
ッ
タ
）

・
ナ
サ
ル
系
（
例
文
：
先
生
の
キ
ナ
サ
ッ
タ
）

・
ナ
ル
系
（
例
文
：
先
生
の
キ
ナ
ッ
タ
）

－
ヤ
ル
系
（
例
文
：
先
生
の
キ
ヤ
ッ
タ
）

－
イ
・
ラ
イ
系
（
例
文
：
先
生
の
コ
ラ
イ
タ
）

・
ッ
・
ラ
ッ
系
（
例
文
：
先
生
の
コ
ラ
ッ
タ
）

・
ル
・
ラ
ル
系
（
例
文
：
先
生
の
コ
ラ
レ
タ
）

－
ス
・
サ
ス
（
ラ
ス
も
含
む
）
系
（
例
：
先
生
の
コ
ラ
シ
タ
）

・

1
デ
ス
類
（
例
文
：
先
生
の
コ
ラ
シ
タ
デ
ス
な
ど
）

－
オ
J
類
（
例
文
：
先
生
の
オ
イ
デ
タ
）

（
例
文
：
先
生
の
来
た
よ
）

（
例
文
・
・
先
生
の
キ
タ
）

（
例
文
：
先
生
が
来
ま
し
た
・
み
え
ま
し
た
）

－
来
た
よ

・
無
敬
語

・
共
通
語
系

上
記
の
J
デ
ス
、
ォ
J
は
尊
敬
法
助
動
詞
で
は
な
い
が
、
解
答
が

複
数
見
ら
れ
、
傾
向
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
分
類
の
対
象

と
し
た
。

次
頁
の
地
図
は
こ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
を
場
面
ご
と
、
世
代
ご

と
に
記
号
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
地
図
中
に
見
ら
れ
る
境

界
線
は
参
考
の
た
め
、
熊
本
の
方
言
区
画
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（表3）若年層

イ 'Y ノレ ス
来 無

共
ナ ナ

ナ ヤ オ 通． ． ． ． 
サ ノ、 ア た 敬

三日五ロ
計

ノレ ／レ フ フ フ サ
よ 王日五口ノレ /l〆 ス

イ 'Y ／レ ス 系

。3 3 3 2 2 。18 。。。28 。59 
a 
0% 5% 5覧 5% 3覧 3% 0% 31% O覧 0% 0% 47覧 。唱 100% 

b 
2 8 4 5 5 。。15 。3 5 6 6 59 
3% 14% 7% 8% 8覧 0% 0% 25% 0% 5% 8% 10% 10% 100% 

2 2 2 。2 2 。8 。6 3 4 28 59 
c 
3% 3% 3% 0% 3% 3% 0% 14覧 0% 10% 5% 7覧 47覧 100% 

計
4 13 9 8 9 4 。41 。9 8 38 34 177 
2% 7% 5覧 5% 5% 2% 0% 23覧 O覧 5% 5% 21覧 19覧 100% 
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ムナサル 企ナハル 口ナル ．ヤル ・イ・ライ

ッ・ラッ ・ル・ラル ＊ス・サス O～デス
オ～ ・来たよ ．無敬語 O共通語系

《若年隅》 ＜~·年層》 《老年晴》

鴎3-• 関4-• 
同5-a

関3-b 関4-b 側f; b 

附3・c 陶. c 開5 c 

-83ー



若
年
層
に
つ
い
て

前
頁
に
記
し
た
図
3
1
a
J
3｜
C

を
集
計
し
た
も
の
が
上
の
表

3
で
あ
る
。
上
段
の
数
値
は
各
地
点
で
項
目
の
語
法
を
使
用
し
た
地

点
数
で
、
下
設
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
そ
の
項
目
が
占
め
て
い
る
使

用
率
（
%
）
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
三
つ
の
場
面
を
通
し
て
ル
・
ラ
ル
と
「
オ
J
」

の
表
現
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
若
年
層
で
は
こ
れ
ら
の
表
現
が
定

着
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

a
の
親
し
い
人
に
話
す
時
（
以
下

a
と
記
す
）
に
は
「
先
生
の
キ

タ
」
の
無
敬
語
表
現
が
二
十
八
地
点
で
全
体
の
約
四
七
%
、
ス
・
サ

ス
が
約
三
一
%
を
占
め
て
い
る
。
図
3
｜

a
で
区
画
ご
と
の
分
布
の

状
況
と
見
る
と
、
東
部
で
は
無
敬
語
が
ほ
と
ん
ど
で
ス
・
サ
ス
は
見

ら
れ
な
い
。
北
部
は
無
敬
語
と
ス
・
サ
ス
が
占
め
て
い
る
。
南
部
は

他
の
地
域
に
比
べ
て
、
無
敬
語
や
ス
・
サ
ス
系
よ
り
も
表
で
少
な
い

数
値
を
示
し
た
語
が
集
中
し
て
い
る
。
中
で
も
天
草
地
方
は
、
ィ
・

ラ
イ
と
ッ
・
ラ
ッ
が
主
流
で
芦
北
な
ど
の
不
知
火
海
沿
い
は
他
地
域

と
同
じ
く
無
敬
語
、
ス
－
サ
ス
が
多
い
。
ま
た
、
球
磨
地
方
は
「
ナ

ル
」
と
「
ヤ
ル
」
の
表
現
が
目
を
引
く
。
「
ナ
ハ
ル
」
は
三
地
点
で
、

東
部
に
は
位
置
し
て
い
な
い
。

b
の
そ
れ
程
親
し
く
な
い
人
に
話
す
時
（
以
下
b
と
記
す
）
に
つ

い
て
表
3
を
見
る
と
、
今
度
は
ス
・
サ
ス
が
約
二
五
%
を
占
め
て
お

り
、
共
通
語
系
と
「
ナ
サ
ル
」
、
「
来
た
よ
」
、
「
？
デ
ス
」
な
ど
が
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
無
敬
語
と
ス
・
サ
ス
、
ッ
・
ラ
ッ

だ
け
が

a
よ
り
減
少
し
、
そ
れ
以
外
は
全
て
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
図
3
｜
b
を
見
て
み
る
と
、
無
敬
語
は
北
部

に
集
中
し
て
い
る
。
ス
・
サ
ス
は
北
部
と
芦
北
・
八
代
で
は
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、
天
草
で
は
二
地
点
か
ら
五
地
点
へ
増
加
し
て
い
る
。

「
来
た
よ
」
と
解
答
し
た
地
点
は
五
つ
あ
り
、

3ー

a
と
比
較
す
る

と
、
い
ず
れ
も
無
敬
語
を
使
用
し
て
い
た
地
点
で
、
「
よ
」
を
つ
け

て
い
る
。
こ
れ
は
敬
語
法
と
は
言
え
な
い
が
、
優
し
い
響
き
を
持
た

せ
る
こ
と
で
聞
き
手
を
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
ナ
ハ
ル
」

は
今
度
は
北
部
と
東
部
で
の
み
姿
を
見
せ
て
お
り
、
南
部
の
球
磨
地

方
で
は
「
ナ
ル
」
「
ヤ
ル
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

今
度
は

c
の
よ
そ
の
土
地
か
ら
来
て
い
る
人
に
話
す
時
（
以
下

c

と
記
す
）
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
共
通
語
系
が
全
体
の

四
七
%
を
占
め
、
急
激
な
増
加
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
共
通
語
系
の

分
布
を
見
て
み
る
と
、
北
部
は
二
十
一
地
点
中
十
一
地
点
、
東
部
が

十
地
点
中
七
地
点
、
南
部
が
二
十
八
地
点
中
十
地
点
と
南
部
の
共
通

語
系
の
割
合
の
低
さ
が
目
に
つ
く
。
し
か
も
b
で
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
無
敬
語
が
三
地
点
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
か
よ
そ
の
土
地

の
人
。
と
い
う
設
聞
か
ら
私
が
意
図
し
て
い
た
聞
き
手
と
の
距
離
で

は
な
く
、
「
方
言
ら
し
く
な
い
表
現
」
と
い
う
も
の
を
意
識
し
た
結

果
出
さ
れ
た
解
答
だ
と
想
像
で
き
る
。
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（表4）中年層

イ ツ ／レ ス
来 無

共
ナ ナ

ナ ヤ オ 通． ． ． ． 
サ ノ、 T た 敬

至関口五
言十

ノレ ノレ フ フ フ サ
よ 三ロロ五／レ ／レ ス

系イ ';/ ノレ ス

1 11 5 9 6 2 。21 。。。4 。59 
a 
2% 19% 8% 15% 10見 3% 0% 36% 0% 0% 0覧 7% 0% 100覧

b 
7 15 2 8 1 1 1 15 1 。。1 7 59 
12% 25% 3% 14% 2% 2% 2% 25% 2% 0% 0% 2% 12% 100% 

。10 。7 。1 5 8 2 1 。1 24 59 
c 
0% 17% O覧 12% 0% 2% 8% 14% 3% 2% 0覧 2% 41% 100% 

言十
8 36 7 24 7 4 6 44 3 1 。6 31 177 
5% 20覧 4% 14% 4% 2% 3覧 25弘 2% 1弘 0% 3覧 18見 100覧

中
年
層
に
つ
い
て

上
の
表
4
は
、
中
年
層
に
つ
い
て
表
3
と
同
様
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
中
年
層
で
は
「
来
た
よ
」
と
い
う
表
現
は
三
場
面
を
通
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

a
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
若
年
層
と
は
違
い
、
無
敬
語
は
少
な

い
。
し
か
し
、
ス
・
サ
ス
は
最
も
多
く
、
二
十
一
地
点
で
使
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
に
続
く
の
が
、
「
ナ
ハ
ル
」
の
十
一
地
点
、
「
ヤ
ル
」

の
九
地
点
で
あ
る
。
図
4
｜

a
を
見
る
と
、
ス
・
サ
ス
は
北
部
と
東

部
に
集
中
し
、
南
部
の
球
磨
方
面
は
「
ナ
ル
」
と
「
ヤ
ル
」
、
海
沿

い
は
「
イ
・
ラ
イ
」
と
「
ッ
・
ラ
ッ
」
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
ナ
ハ
ル
」
は
北
部
に
集
中
し
て
い
る
。
若
年
層
で
は
南
部
に
あ
ま

り
見
ら
れ
な
か
っ
た
無
敬
語
が
四
地
点
中
三
地
点
が
天
草
に
見
ら
れ
る
。

b
で
は
「
ナ
ハ
ル
」
と
ス
・
サ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
十
五
地
点
で
使
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
－
サ
ス
系
は
実
際
に
は

a
よ
り
減
少
し
て

い
る
。
地
点
が
増
加
し
て
い
る
の
は
「
ナ
サ
ル
」
、
「
ナ
ハ
ル
」
、
ル
・

ラ
ル
、
「
オ
J
」
、
共
通
語
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
若
年
層
に

お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
図
4
｜
b
か
ら
分
布
を
見
る
と
、

北
部
で
は
、
ス
・
サ
ス
の
代
わ
り
に
「
ナ
サ
ル
」
と
「
ナ
ハ
ル
」
が

現
れ
、
北
部
で
減
少
し
た
ス
・
サ
ス
が
南
下
し
、
天
草
地
方
で
見
ら

れ
る
。
ル
・
ラ
ル
は
南
部
に
見
ら
れ
る
。

c
を
見
て
み
る
と
、
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
共
通
語
の
四

一
%
を
占
め
て
い
る
。

b
よ
り
も
地
点
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
ル
－

ラ
ル
と
「
J
デ
ス
」
、
「
オ
J
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
図
4
i
c
を
見
て
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（表5）老年層

イ ツ ノレ ス
来 無

共
ナ ナ

ナ ヤ オ 通． ． ． ． 
計サ ノ、 ア Tこ 敬

三日日五／レ ／レ フ フ フ サ
圭ロロ五ノレ ノレ ス よ
系イ ツ ／レ ス

。20 4 6 8 1 。16 1 。。3 。59 
a 
0% 34% 7% 10覧 14覧 2% 0% 27% 2覧 0% 0% 5% 0% 100% 

b 
8 17 2 10 3 。。11 2 1 。2 3 59 
14覧 29% 3% 17% 5覧 0% 0% 19覧 3% 2% 0% 3% 5% 100% 

3 10 1 7 。1 。9 4 1 。。23 59 
c 
5% 17覧 2% 12% 0覧 2覧 0覧 15覧 7% 2% 0% 0% 39% 100% 

言十
11 47 7 23 11 2 。36 7 2 。5 26 177 
6% 27% 4% 13% 6% 1% 明 20覧 4% 1% 0見 3% 15% 100% 

み
る
と
、
若
年
層
で
南
部
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
共
通
語
系
が
中
年
層

で
は
南
部
に
集
中
し
て
い
る
。
「
ヤ
ル
」
は

a、
b
に
お
い
て
は
南

部
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
東
部
で
み
ら
れ
る
。
「
オ
j
」
の
形

は
南
部
で
は
見
ら
れ
な
い
。

老
年
層
に
つ
い
て

表
5
は
表
3
、
4
と
同
様
に
図
5
l
a
1
5
1
c
を
も
と
に
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
老
年
層
で
は
「
来
た
よ
」
と
い

う
表
現
は
中
年
層
と
同
様
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ル
・
ラ
ル

は
若
年
層
と
同
様
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
も
、
同
じ
く

a
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
場
面
で

多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
「
ナ
ハ
ル
」
の
二
十
地
点
、
ス
・
サ
ス
の
十

六
地
点
で
あ
る
。
中
年
層
で
は
地
点
数
は
逆
転
し
て
い
る
も
の
の
、

似
た
傾
向
を
持
つ
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
図
5
｜

a

で
見
て
い
く
と
、
東
部
は
「
ナ
ハ
ル
」
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
北

部
は
「
ナ
ハ
ル
」
と
ス
・
サ
ス
で
占
め
て
い
る
。
「
ヤ
ル
」
は
県
全

域
で
見
ら
れ
る
。
ス
・
サ
ス
は
最
も
特
徴
的
な
分
布
を
見
せ
て
お
り
、

九
州
本
土
西
の
海
岸
沿
い
に
分
布
し
て
い
る
。
イ
・
ラ
イ
は
ほ
と
ん

ど
が
天
草
に
分
布
し
て
お
り
、
「
ナ
ル
」
は
球
磨
地
方
の
み
で
分
布

し
て
い
る
。

次
は
b
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
、

a
と
同

じ
く
、
「
ナ
ハ
ル
」
二
九
%
と
ス
・
サ
ス
系
一
九
%
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
二
つ
は
と
も
に
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
分
「
ヤ
ル
」
「
オ

J
」
が
増
加
し
、
「
ナ
サ
ル
」
「
J
デ
ス
」
が
新
し
く
出
て
き
て
い
る
。
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図
5
1
b
を
み
る
と
、

a
で
ス
・
サ
ス
を
使
っ
て
い
た
海
岸
沿
い
の

地
域
で
は
、
北
側
が
「
ナ
ハ
ル
」
、
南
側
が
「
ヤ
ル
」
に
変
化
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
老
年
層
で
も
ス
・
サ
ス
が
天
草
地
方
へ
南
下
し
て

い
る
の
が
わ
か
る
。
同
じ
南
部
方
言
と
い
わ
れ
る
球
磨
地
方
で
も
ス
・

サ
ス
が
姿
を
み
せ
て
い
る
。
北
部
の

a
で
「
ナ
ハ
ル
」
を
使
っ
て
い

た
地
点
の
中
で
「
ナ
サ
ル
」
に
変
わ
っ
て
い
る
地
点
が
数
箇
所
あ
る
。

東
部
で
は
、
「
ナ
サ
ル
」
、
「
ヤ
ル
」
、
「
ォ
J
」
な
ど
の
表
現
が
広

が
っ
て
い
る
。

C

に
な
る
と
、
や
は
り
共
通
語
系
が
多
く
使
わ
れ
、
三
九
%
で

「オ
J
」
と
ッ
・
ラ
ッ
が
や
や
増
加
傾
向
に
あ
る
だ
け
で
、
他
の
用

法
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
を
図

5
l
c
で
み
る
と
、
今
度
は

共
通
語
系
が
北
部
に
か
な
り
の
割
合
で
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
三
世
代
に
わ
た
る
共
通
語
系
の
分
布
を
ど
う
と
ら
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
他
の
地
域
で
は
、
共
通
語
系
と
比
べ
る
と
必
然
的
に

少
数
派
と
な
る
せ
い
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
各
地
域
で
複
数
の
表
現
が

使
わ
れ
て
い
る
。

（表6）三世代の総合

イ サ ノレ ス
来 無

共
ナ ナ

ナ ヤ オ 通． ． ． ． 
サ ノ、 フー た 敬

量nロ五
計

／レ Jレ フ フ フ サ
よ 語／レ ノレ

イ
ス

系ツ Jレ ス

1 34 12 18 16 5 。55 1 。。35 。177 
a 
1% 19覧 7% 10% 9% 3% 0% 31% 1% 0% 0% 20% 0覧 100% 

b 
17 40 8 23 9 1 1 41 3 4 5 9 16 177 

10% 23% 5% 13% 5% 1% 1% 23% 2% 2% 3% 5% 9% 100% 

5 22 3 14 2 4 5 25 6 8 3 5 75 177 
c 
3% 12% 2% 8% 1% 2% 3覧 14% 3% 5覧 2% 3% 42% 100% 

計
23 96 23 55 27 10 6 121 10 12 8 49 91 531 

4% 18% 4% 10% 5% 2% 1% 23% 2覧 2% 2覧 9覧 17% 100% 
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三
世
代
を
通
じ
て
の
考
察

先
に
記
し
た
表
6
は
三
世
代
の
合
計
を
表
3
1
5
を
参
考
に
－
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
共
通
語
系
は

c
の
場
面
に
お
い
て
い
ず
れ
の
年
齢

層
も
か
な
り
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
布
は
か
な
り
特
徴
的
で
若

年
層
で
は
お
よ
そ
北
部
に
、
中
年
層
で
は
南
部
に
、
老
年
層
で
は
北

部
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
私
は
こ
う
考
え
た
。
言
語
は
普
通
、

上
の
世
代
か
ら
下
の
世
代
へ
順
序
よ
く
伝
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
、
今
回
の
調
査
と
な
っ
た
家
庭
は
ほ
と
ん
ど
が
三
世
代
同
居
で
、

親
世
代
は
仕
事
な
ど
で
忙
し
く
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
為
、
意
外
に

祖
父
母
と
そ
の
孫
の
方
が
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、
し
か
も
子

供
は
言
語
も
ま
だ
完
全
で
は
な
い
た
め
、
親
世
代
よ
り
子
世
代
の
ほ

う
が
老
年
層
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
い
う
わ
け
で
私
は
、
そ
の
世
代
同
士
が
そ
れ
ぞ
の
場
面
で
共

通
の
解
答
を
し
た
数
値
を
方
言
区
画
に
わ
け
て
下
の
表
7
J
9
に
ま

と
め
て
み
た
。

（表8）中年層一老年層

北部方言 東部方言 南部方言

10 3 13 
a 
48% 30% 46% 

b 
6 4 8 
29% 40% 29% 

5 3 9 
c 
24% 30% 32% 

（表7)若年層一中年層

北部方言 東部方言 南部方言

4 3 7 
a 
19% ぬ% 25% 

b 
4 3 9 
19% 却% 32% 

4 2 8 
c 
19% 20% 32% 

（表9）若年層老年層

北部方言 東部方言 南部方言

4 2 9 
a 
19% 20% 32% 

b 
2 2 9 
10% 20% 32% 

8 3 8 
c 
お% 30% 29% 
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C
の
場
面
で
は
ど
の
世
代
間
も
共
通
語
系

が
多
い
の
で
あ
る
程
度
高
い
割
合
で
共
通
の
解
答
を
し
て
い
る
。
た

だ
、
表
7
の
北
部
は
比
較
的
低
い
割
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
共
通
語

系
の
分
布
の
割
合
が
は
っ
き
り
と
違
う
こ
と
が
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
o

a
、
b
の
場
面
で
見
る
と
私
の
予
想
は
大
き
く
外
れ
、
や
は
り
中
年

層
と
老
年
層
間
の
共
通
解
答
率
は
高
い
数
値
を
示
し
た
。
そ
し
て
全

体
を
区
画
ご
と
で
見
る
と
場
面
に
よ
っ
て
多
少
の
ず
れ
は
あ
る
が
、

北
部
方
言
の
共
通
解
答
率
が
比
較
的
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域

は
熊
本
市
も
含
ま
れ
て
い
る
。
熊
本
市
は
県
内
で
は
人
の
出
入
り
が

激
し
い
土
地
で
、
言
語
が
変
化
す
る
ス
ピ
ー
ド
も
早
く
、
各
年
齢
層

の
聞
に
聞
き
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
共
通
語
系
は
若
年
層
と
老
年
層
で
は
北

部
に
、
中
年
層
の
み
が
南
部
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
社
会
的
な
要
因
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

若
年
層
は
ほ
と
ん
ど
が
居
住
し
て
い
る
市
町
村
内
の
学
校
に
通
っ
て

い
る
た
め
、
交
友
関
係
も
ほ
と
ん
ど
が
居
住
地
域
内
の
人
と
な
る
。

老
年
層
は
現
役
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
少
な
く
、
社
会
的
活
動
は

あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
地
元
に
永
く
住
ん
で
い
る
人

で
あ
る
の
で
、
や
は
り
交
友
関
係
は
居
住
地
域
内
の
人
が
多
く
な
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
中
年
層
で
あ
る
。
中
年
層
の
人
は
仕
事

を
も
ち
、
経
済
的
に
家
庭
を
支
え
て
い
る
世
代
で
あ
る
。
ま
た
、
自

ら
車
を
運
転
し
て
外
へ
出
る
機
会
も
多
く
、
社
会
的
行
動
範
囲
が
広

こ
れ
を
見
て
み
る
と
、

く
、
活
発
に
活
動
す
る
世
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
熊
本
県
の
行
政
の
中
心
地
、
熊
本
市
か
ら
考
え
て
、
地
理

的
・
交
通
の
便
な
ど
の
面
か
ら
考
え
る
と
、
人
士
口
盆
地
に
固
ま
れ
た

球
磨
地
方
が
行
き
来
し
に
く
い
土
地
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
る
と
、

必
然
的
に
こ
れ
ら
の
地
域
は
言
語
に
お
い
て
も
比
較
的
伝
播
し
に
く

く
、
共
通
語
化
も
遅
れ
る
。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う

な
地
域
は
特
徴
あ
る
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

地
域
は
仕
事
や
行
政
の
面
に
お
い
て
、
熊
本
市
周
辺
に
出
向
く
必
要

性
が
高
く
な
る
。
そ
の
際
、
実
際
に
そ
こ
へ
出
向
く
の
は
中
年
層
が

大
半
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
に
先
の
よ
う
な
土
地
か
ら

来
た
人
は
、
地
元
と
の
違
い
を
知
り
、
一
種
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
、
こ
と
ば
に
つ
い
て
も
地
元
と
よ
そ
で
話
す
際
に
使
う
こ

と
ば
を
意
識
し
て
使
い
分
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
若
年
層
と
老
年
層
が
他
の
地
域
の
人
と
話
す
場
所
は
自
分
た

ち
が
多
数
派
と
な
る
居
住
地
域
が
多
い
が
、
中
年
層
に
お
い
て
は
自

分
た
ち
が
少
数
派
と
な
る
よ
そ
の
地
域
の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
南
部
地
方
に
お
け
る
共
通
語
系
の

分
布
は
、
社
会
的
行
動
範
囲
が
狭
い
若
年
層
と
老
年
層
は
共
通
語
を

あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
が
な
く
、
社
会
的
行
動
範
囲
が
広
い
中
年
層

が
共
通
語
系
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
社
会
的
行
動
範
囲
か
ら
見
た
特
性
は
ほ
か
に
も
い
え
る
こ
と

が
あ
る
。
す
べ
て
の
地
図
を
見
比
べ
て
い
く
と
、
地
域
ご
と
に
最
も
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記
号
が
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
る
の
は
図
4
l
a
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
最
も
不
規
則
に
記
号
が
並
ん
で
い
る
の
は
意
外
に
も
、
同

じ
中
年
層
の
図
4
l
b
な
の
で
あ
る
。
仕
事
な
ど
を
す
る
上
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
失
礼

に
な
ら
な
い
配
慮
も
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
中
年
層
が
自
然
と
県

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
接
触
し
な
が
ら
、
熊
本
の
方
言
の
共
通
語

化
を
自
然
に
行
っ
て
き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
地
域
ご
と
に
特
性
の
あ
る
表
現
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

三
つ
の
年
齢
層
を
通
じ
て
見
て
い
く
と
、
「
ナ
ハ
ル
」
は
北
部
で

よ
く
行
わ
れ
、
東
部
で
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
南
部
で
は
あ
ま
り
定

着
し
た
語
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
b
の
場
面
で
も
使
わ
れ
て

い
る
た
め
、
あ
る
程
度
高
い
敬
意
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
ナ
サ
ル
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
「
ナ
サ
ル
」
と
同
じ
系
統

と
考
え
ら
れ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
数
で
は
あ
る
が
ど
の
区
画

に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
来
は
、
熊
本
方
言
の
「
ナ
サ
ル
」
は

北
部
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
共
通
語
系
の
「
ナ
サ
ル
」

と
の
混
同
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
ナ
ル
」
と
「
ヤ
ル
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は

い
ず
れ
も
南
部
に
お
い
て
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

天
草
で
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。
ど
の
世
代

の
ど
の
場
面
を
見
て
も
、
「
ナ
ル
」
と
「
ヤ
ル
」
が
分
布
し
て
い
る

の
で
、
敬
意
度
は
現
在
で
は
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
「
ヤ
ル
」

に
関
し
て
は
、
他
の
地
域
で
も
b
と

c
の
場

面
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
熊
本
県
内
で
「
ヤ
ル
」
は
敬
語
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

次
は
イ
・
ラ
イ
と
そ
の
音
便
形
の
ッ
・
ラ
ッ
に
つ
い
て
見
て
み
よ

う
。
こ
の
表
現
は
南
部
方
言
と
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
が
、
人
士
口
出

身
の
私
の
両
親
は
こ
の
表
現
を
全
く
知
ら
ず
、
私
も
こ
の
語
を
知
っ

た
の
は
大
学
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
地
図
を
見
る
と
分
か

る
よ
う
に
、
こ
の
表
現
は
ほ
と
ん
ど
が
天
草
地
方
で
使
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
敬
意
度
は
い
ず
れ
も

a
で
多
く
見
ら
れ
、

b
、
C
に
お

い
て
は
ス
・
サ
ス
と
共
通
語
系
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
た
め
、
あ
ま

り
高
い
も
の
と
は
い
え
な
い
、
し
か
し
、
ィ
・
ラ
イ
の
ほ
う
は
b
で

も
見
ら
れ
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
イ
・
ラ
イ
の
ほ
う
が
敬
意

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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次
は
ス
・
サ
ス
系
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
の
語
は
天
草
で
は
高
い
敬
意
を
示
す
が
、
他
の
地
域
で
は
軽

卑
語
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
説
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
今
回

の
調
査
で
は
ど
の
よ
う
な
結
果
が
出
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に

a
に
お
い
て
は
北
部
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
し
て

b
で
は
記
号
は
一
気
に
南
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
老
年
層

で
は
区
画
通
り
で
は
表
現
で
き
な
い
分
布
を
見
せ
て
い
る
。
天
草
を

ま
る
で
囲
む
よ
う
に
海
沿
い
の
地
域
に
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

吉
岡
泰
夫
氏
に
よ
る
と
、
本
来
は
北
部
方
言
で
高
い
敬
意
を
持
っ
て



い
た
の
が
、
下
駄
の
歯
の
よ
う
に
使
い
古
さ
れ
る
と
敬
意
度
が
す
り

減
っ
て
い
く
と
い
う
「
敬
意
漸
減
の
法
則
」
が
は
た
ら
き
、
そ
の
周

辺
部
ほ
ど
古
い
形
が
敬
意
を
保
存
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

（
秋
山
正
次
官
岡
泰
夫
一
九
九
一
『
暮
ら
し
に
生
き
る
熊
本
の

方
言
』
熊
本
日
日
新
聞
社
参
照
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
現
象
が

老
年
層
の
図
5
l
a、
5
｜
b
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
若
年
層
と
老
年
層
を
見
る
と
、

b
、
C
に
お
い
て
も
天
草
以

外
で
も
ス
・
サ
ス
系
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ス
・

サ
ス
系
の
敬
意
は
変
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問

題
は
次
節
で
ま
た
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

次
は
「
オ
J
」
の
表
現
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
か
な
り
少
数
で

あ
る
が
、
北
部
で
見
ら
れ
る
。
し
か
も
上
の
年
齢
層
か
ら
減
少
の
傾

向
に
あ
る
た
め
、
こ
の
表
現
は
か
な
り
衰
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

最
後
に
私
は
、

a
l
c
で
こ
と
ば
を
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
年
齢
層
ご
と
に
調
べ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
一
一
一

つ
の
場
面
を
通
じ
て
同
じ
解
答
を
し
た
の
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

若
年
層
三
地
点
（
臼
菊
陽
町
四
高
森
町
町
本
渡
市
）

中

年

層

三

地

点

（

6
荒
尾
市
部
矢
部
町
田
苓
北
町
）

老
年
層
三
地
点
（
叩
植
木
町
却
蘇
陽
町
却
砥
用
町
）

括
弧
内
の
数
字
は
右
の
地
名
の
地
点
番
号
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
五
十
九
地
点
の
う
ち
の
三
地
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

各
年
齢
層
で
約
五
%
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
の
約
九
五
%
の
地
域
で
は

場
面
ご
と
に
こ
と
ば
を
使
い
分
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
を
見
る
と
や
は
り
熊
本
方
言
は
場
面
ご
と
に
言
葉
づ
か
い
に
配

慮
す
る
敬
語
活
動
が
盛
ん
な
言
語
な
の
で
あ
る
。

［
ス
・
サ
ス
系
助
動
詞
に
対
す
る
意
識
調
査
］

当
節
に
関
す
る
設
問
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
次

頁
の
図
は
一
と
二
に
関
す
る
地
図
で
あ
る
。

一
、
「
先
生
が
イ
イ
ヨ
ラ
シ
タ
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
「
J
ら
し
た
」

と
か
「
J
さ
し
た
」
と
い
う
話
し
方
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

二
、
上
の
質
問
で
は
い
と
答
え
た
方
に
質
問
で
す
。
「
ー
ら
し
た
」

と
か
「
J
さ
し
た
」
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
注
意
さ
れ
た
こ
と
が
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あ
り
ま
す
か
。

三
、
上
の
質
問
で
あ
る
と
答
え
た
方
に
質
問
で
す
。
な
ぜ
、
そ
の
言

い
方
で
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
か
。
ま
た
は
、
な
ぜ
、
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
か
。



《老年層》

《中年層〉

i羽s-a
凶7-a

凶8-b

凶7-b

l叫8-c
関7-C
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司
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当
節
で
は
、
ス
・
サ
ス
系
の
表
現
の
実
際
の
意
識
の
差
に
つ
い
て

ま
と
め
て
み
た
い
。

前
頁
の
図
の
上
段
は
1
に
対
す
る
解
答
で
、
中
段
は
2
に
対
す
る

解
答
で
あ
る
。
そ
し
て
下
段
は
1
と
2
を
総
合
し
て
一
つ
の
地
図
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
分
析
の
際
に
は
図
8
｜

a、
b
、

ロ使用するし注意も
受けない
園使ったことはある

一一一…一ー が注意を受けた「一一γ一四輪γ一ー「 F 下

1 ，，必＇＂＇ T~·＇＇，；，～脳S ;1:-i ' lロ使ったことがない

ト〆パ！ I I 
1, ,, ti梼鏑剥 41 I 
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c
を
中

北部地方

心
に
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

そ
し
て
次
に
記
し
た
グ
ラ
フ
は
グ
ラ
フ

1
が
各
年
齢
層
の
総
合
の

割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
グ
ラ
フ

2
J
4
は
各
年
齢
層
を
区
画

ご
と
の
割
合
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（グラフ3）中年層
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こ
れ
ら
の
図
や
グ
ラ
フ
を
み
て
、
ス
・
サ
ス
の
語
法
を
使
う
こ
と

が
タ
ブ
！
と
見
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
の
だ
が
、
こ
の
場

合
、
「
使
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
注
意
を
受
け
た
」
と
「
使
っ
た
こ
と

が
な
い
」
と
解
答
し
た
地
点
は
い
ず
れ
も
使
用
す
る
の
に
抵
抗
が
あ

る
と
判
断
す
る
。
ま
ず
グ
ラ
フ
ー
か
ら
見
て
い
く
。
使
っ
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
解
答
が
最
も
多
い
の
は
老
年
層
で
あ
る
。
つ
い
で
若
年

層
、
中
年
層
の
順
で
あ
る
。
こ
れ
に
注
意
を
受
け
た
と
い
う
解
答
を

そ
れ
ぞ
れ
に
プ
ラ
ス
す
る
と
、
若
年
層
、
老
年
層
、
中
年
層
の
順
で

使
用
す
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
図
と
グ
ラ

フ
2
1
4
で
地
理
的
な
分
布
を
見
て
み
る
と
、
使
っ
た
こ
と
が
な
い

の
は
老
年
層
と
中
年
層
に
お
い
て
北
部
と
東
部
の
中
の
北
側
、
天
草

以
外
の
南
部
地
方
に
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
若
年
層
は
南
部
が
一

気
に
増
加
し
（
約
三
五
%
）
、
一
方
の
北
部
で
は
全
く
分
布
し
て
い

な
い
。
こ
こ
か
ら
ス
・
サ
ス
の
表
現
が
若
い
世
代
で
使
う
人
が
増
加

し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
注
意
を
受
け
た
と
の
解
答
を
足
す

と
、
割
合
は
、
い
ず
れ
の
年
齢
層
に
お
い
て
も
東
部
地
方
が
最
も
高

く
、
約
六
O
%
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
に
次
ぐ
の
は
老
年
層
と
中
年

層
で
は
北
部
地
方
な
の
で
あ
る
が
、
若
年
層
で
は
南
部
地
方
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
若
年
層
が
最
も
人
の
指
導
を
受
け
る
年
代
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
注
意
す
る
人
は
何
も
親
と
は
限
ら
な
い
。

地
元
の
出
身
で
は
な
い
学
校
の
教
師
で
あ
る
と
も
想
像
で
き
る
。
そ

う
考
え
る
と
、
そ
の
土
地
に
も
様
々
な
土
地
か
ら
人
が
出
入
り
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
度
は
反
対
の
視
点
か
ら
、
ス
・
サ
ス
を
抵
抗
な
く
使
っ
て
い
る

年
齢
層
を
見
て
み
る
と
、
意
外
に
も
中
年
層
が
最
も
多
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
先
で
述
べ
た
社
会
的
行
動
範
囲
が
こ
こ
で
も
関
係
し
て
く
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
文
化
は
確
か
に
中
心
か
ら
そ
の

周
辺
へ
広
が
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
反
対
も
起
こ
り
う
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
や
っ
て
年
齢
層
別
、
区
画
別
に
比
べ
て
き
た
が
、
南
部
方
言

で
天
草
は
勿
論
ス
・
サ
ス
を
多
用
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
し
か
し

球
磨
地
方
で
は
か
な
り
抵
抗
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
は
十
分

に
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
球
磨

地
方
と
東
部
地
方
で
は
ま
だ
高
い
割
合
で
ス
・
サ
ス
の
使
用
を
拒
ん

で
い
る
も
の
の
、
北
部
地
方
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

上
述
ま
で
の
結
果
は
設
聞
の
一
と
こ
ま
で
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
次
は
三
に
対
す
る
解
答
を
ま
と
め
て
み
る
。

こ
の
解
答
は
、
表
な
ど
に
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
解
答
は
ほ
と
ん

ど
「
目
上
の
人
に
対
し
て
失
礼
だ
か
ら
」
「
目
上
の
人
に
は
き
ち
ん

と
敬
語
を
使
う
べ
き
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

ス
・
サ
ス
を
敬
語
表
現
と
全
く
認
め
て
い
な
い
人
は
や
は
り
ま
だ
多

い
の
で
あ
る
。
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し
か
し
で
、
若
年
層
の
中
に
い
く
つ
か
「
失
礼
に
な
る
か
ら
と
い
う

こ
と
で
注
意
を
う
け
た
が
そ
う
は
思
え
な
い
」
と
い
う
ス
・
サ
ス
の

表
現
は
決
し
て
失
礼
に
は
あ
た
ら
な
い
と
い
う
幼
い
頃
の
私
と
同
じ

考
え
を
も
っ
解
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
様
な
解
答
が
あ
っ
た
の
は
全
て

北
部
に
す
む
ひ
と
で
あ
っ
た
。
ス
・
サ
ス
の
表
現
に
対
す
る
意
識
は

北
部
方
言
か
ら
徐
々
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

［
方
言
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
］

今
回
行
っ
た
調
査
の
一
番
最
後
の
設
問
で
、

方
言
に
つ
い
て
、
ま
た
は
今
ま
で
の
質
問
の
中
で
、
ご
意
見
や

ご
感
想
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
記
入
下
さ
い
。

と
い
う
も
の
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
若
年
層
の
解
答
は

「
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
自
分
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は

難
し
か
っ
た
。
」
と
い
う
も
の
が
多
く
、
中
年
層
の
解
答
は
、
序
論

で
も
述
べ
た
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
体
験
や
方
言
に
関
す
る
情
報
な
ど

が
記
入
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
老
年
層
は
と
い
う
と
、
方
言
と
い
う
も
の
に
対
す
る
ご

本
人
の
意
識
に
つ
い
て
沢
山
の
解
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
大
半

が
「
方
言
を
使
つ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
な
が
ら
な
お
せ
な
い
。
」

と
い
う
も
の
で
、
ご
く
少
数
で
「
方
言
を
大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
老
年
層
が
最
も
強
く
方
言
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
上
記
の
前
者
の
解
答
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
が
、
後
者
の
解
答
を
し
た
人
も
「
方
言
」
と
い
う
も
の
を
意

識
し
て
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
の
老
年
層
の
人
々
が
幼
い
頃
は
周
囲
で
共
通
語
を
話
す
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
時
代
に
育
っ
た
人
か
ら
す

れ
ば
、
情
報
化
が
進
ん
だ
現
代
の
情
報
は
勿
論
ほ
と
ん
ど
が
共
通
語

で
あ
る
か
ら
、
自
ら
が
発
す
る
こ
と
ば
と
の
差
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
、
中
年
層
は
社
会
と
の
つ
な
が
り

も
強
く
、
む
し
ろ
情
報
化
を
進
め
、
文
化
を
変
化
さ
せ
て
き
た
世
代

で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
戸
惑
い
は
な
い
。

ま
た
、
若
年
層
は
育
っ
て
き
た
時
代
が
す
で
に
情
報
化
社
会
で
あ
っ

た
た
め
、
共
通
語
を
耳
に
し
な
が
ら
方
言
社
会
の
中
で
育
っ
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
世
代
は
無
意
識
の
う
ち
に
共
通
語
と
方
言
と
を

使
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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〔
ま
と
め
］

当
章
で
は
調
査
を
も
と
に
し
た
考
察
を
行
っ
て
き
た
が
、
熊
本
方

言
で
は
現
在
も
尚
、
数
多
く
の
敬
語
表
現
が
存
在
し
、
地
域
に
よ
っ

て
は
同
じ
語
で
も
異
な
る
規
範
意
識
を
も
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
規
範
意
識
は
、
日
本
共
通
語
化
の
流

れ
と
と
も
に
熊
本
共
通
語
化
も
す
す
み
、
以
前
ほ
ど
厳
し
い
も
の
で

は
な
く
、
こ
れ
は
ス
・
サ
ス
系
の
表
現
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う
な
こ



と
が
い
え
る
。
確
か
に
高
い
敬
意
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
地
域
は

限
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
軽
卑
語
で
あ
る
と
認
識
す
る
地
域
は
減
少

を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ス
・
サ
ス
系
は
身
内
や
親
し
い
も

の
に
対
す
る
身
内
敬
語
と
い
う
地
位
を
確
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
方
言
の
区
画
に
つ
い
て
だ
が
、
今
回
は
通
説
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
県
内
を
一
二
分
す
る
区
画
を
参
考
に
し
て
き
た
が
、

と
く
に
南
部
方
言
は
西
の
天
草
と
中
央
の
芦
北
、
東
の
球
磨
で
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
特
色
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
今
後
熊
本

の
方
言
区
画
を
研
究
す
る
際
の
重
要
な
課
題
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

最
後
に
な
っ
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
や
、
調
査
の
際

に
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
い
た
友
人
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
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